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観光客の二次交通となるバス交通の充実 
周遊型・滞在型観光の促進 

・利便性の高いバス交通ネットワークを、将来に渡って維持・確保し充実していく 
 ためには、バスの利用者を確保し、増やしていかなければならない。 
 
 
・バス路線の再編、整備と併せ、利用促進策を検討・実施し、利用者を確保するこ 
 とで、負のスパイラルを正のスパイラルに転換し、バス交通を充実 
・持続可能なバス交通ネットワークを構築 

２ 目的 

⑤バスの運行情報(バスの到着時刻や接近情報)など 
 がわからない 

⑥運賃が高い 

③バスの乗り方(料金の支払い方法)がわからない 

⑦バス停にベンチや屋根がない 

④目的地に行くバス路線があるかわからない  
利 用 し や す い 
環 境 の 整 備 

乗り継ぎや実際の移動を考慮したバスの運行 

運賃の割引 

わかりやすい運行情報の提供 

バス停等の環境整備 

運賃支払の簡素化 

観光客向けの路線図、時刻表の作成 

周遊フリーパス等の割引の実施 

バス車内、バス停などの行き先表示の
多言語化 

1 背景 

系統の減少： 
      525系統(S46) →   256系統(H26) 
        ＜ピーク時の約1/2＞ 

利用者の減少： 
     6,600万人(S33) →1,038万人(H26) 
      ＜ピーク時の約1/6＞  

３ 利用促進の実施 

バス利用に関するアンケート調査(H28.1～2)で明らかとなった課題への対応 

広報媒体を用いた情報発信 

ＰＲイベントの開催 

工夫をこらしたバス運行 

バス利用のきっかけづくり 

商業施設等との連携 

高齢者や障害者が利用しやすい環境整備 

利用者減少 

赤字の拡大 利便性低下 

路線・便数の減少 

負のスパイラル 

バス系統・利用者の減少から負のスパイラルへ 

増加する観光客を対象とした利用促進について  

課題 利用促進の方向 利用促進策 

 
バス交通に対する
関 心 を 高 め る 

 
バス利用への誘導 

①普段バスを利用しない 

②バスを利用するきっかけがない 

観光客がバス交通
を利用しやすい 
環 境 の 整 備 

◆バス交通とその利便性のＰＲ 

◆ バス交通運行システムの利便性向上 
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